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先週の学習項目
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１．2ポート回路の入出力インピーダンス

２．伝送減衰量（dB）

３．回路網関数・２ポート回路の応用
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回路網関数の性質
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回路網の入力インピーダンス
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回路網の入力インピーダンスの一般化
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閉路解析法（基礎電気回路）
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Δ11：インピーダンス行列の第１行と第１列を除いた小行列式の値

Δ：インピーダンス行列の行列式の値

（クラーメルの解法）
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RLC回路網関数の基本的性質
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RLC回路網関数の満たす性質
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正実関数の判定
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回路網関数の零点と極
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( ) 0Z s = となる s の値：零点

( )Z s =  となる s の値：極
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正弦波入力時の定常応答（交流解析）では
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リアクタンス回路の周波数特性
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リアクタンス回路の駆動点インピーダンス
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リアクタンス回路網関数の分母，分子の sの多項式は
偶数次数のみ，または奇数次数のみのいずれかで構成される
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リアクタンス回路の周波数特性（1）

（１） インダクタ L のみ
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リアクタンス回路の周波数特性（2）
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リアクタンス回路の周波数特性（3）
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リアクタンス回路の周波数特性（４）
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σ > 0 のとき の実部は常に正なので、

s平面の右半平面（虚軸上を含まず）には零点は存在しない。

リアクタンス回路の零点と極の性質
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（１）リアクタンス回路のインピーダンス関数は正実関数

( )Z s

また有理関数が既約分数であれば、ある複素数が同時に零点と極に

なることはないので、s平面の右半平面には極も存在しない。

（２）零点と極は周波数軸上で交互に配置される
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回路網関数の性質(2)
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リアクタンス回路網関数の周波数微分係数
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リアクタンス回路網関数の周波数微分係数
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（Ⅳ） L と C との並列接続の場合
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任意のリアクタンス回路の周波数微分は常に正
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回路シミュレータによる計算例
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回路シミュレータによる計算結果
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